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(論文内容の要旨)

現在用いられる音声認識技術は確率ﾓﾃﾞﾙに基づいており,音響ﾓﾃﾞﾙ,言語ﾓﾃﾞﾙとも,大

量な学習ﾃﾞ-ﾀﾍﾞ-ｽから各ﾊﾟﾗﾒ-ﾀを推定している.このとき間題になるのが,学習ﾃﾞ-ﾀ

量とﾊﾟﾗﾒ-ﾀｻｲｽﾞの関係である.本論文では,学習ﾃﾞ-ﾀ量に合わせて,自動的に最適なﾊﾟ

ﾗﾒ-ﾀｻｲｽﾞを持つﾓﾃﾞﾙを構築するｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑを確立することを目的にしている.

音響ﾓﾃﾞﾙとして現在の主流技術である音素環境依存型隠れﾏﾙｺﾌﾓﾃﾞﾙ(Hidden Markov

Model, HMM)が広く用いられており, -般的には尤度最大化(Maximum Likelihood, ML)規準が

用いられている.しかし,ﾊﾟﾗﾒ-ﾀ数が増加するにつれ,尤度は増加し,少数ｻﾝﾌﾟﾙからの

最尤推定の間題である過学習が起こる.本論文では,まず,過学習の間題を避けるために,情報

量規準である最小記述長規準(Minimum Description Length, MDL)を尤度最大化規準逐次状態分

割法(Maximum Likelihood Successive State Splitting algorithm, ML-SSS)に適用するｱﾙｺﾞ

ﾘｽﾞﾑを定式化して,現実的なﾊﾟﾗﾒ-ﾀｻｲｽﾞで状態共有構造もつHMM音響ﾓﾃﾞﾙを構築して

いる.さらに,少量ﾃﾞ-ﾀに対しては,変分ﾍﾞｲｽﾞ法をML-SSS法に適用するｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑを定

式化して,効率的なﾓﾃﾞﾙの自動生成を実現している.評価実験では,最小記述長規準と変分ﾍﾞ

ｲｽﾞ法とも,従来法の尤度最大化規準よりﾊﾟﾗﾒ-ﾀ数の少ないﾓﾃﾞﾙで,かつ尤度最大化規準

と比較しても同程度以上の性能を達成している.

さらに,言語ﾓﾃﾞﾙの精度向上を目指して,構文木から単語ﾊﾟﾀ-ﾝを抽出して利用するﾓﾃﾞ

ﾙを提案している.単語N-gramﾓﾃﾞﾙが局所的な単語連鎖のみを考慮したものであるのに対し

て,構文解析そのものを言語ﾓﾃﾞﾙに用い,文全体の構造情報を利用するﾓﾃﾞﾙを考案している.

まず,前処理として単語連鎖などから,より扱いやすいﾊﾟﾀ-ﾝに変形し, trigramﾓﾃﾞﾙとし

て用いている.さらに,構文木から各単語に木構造内で関連のある単語ﾊﾟﾀ-ﾝを抽出してﾓﾃﾞ

ﾙとして用いている.評価実験から,変形単語trigramﾓﾃﾞﾙにより大きな改善が達成されてい

る.最後に,提案手法であるMDL-SSS法による音響ﾓﾃﾞﾙ,単語ﾊﾟﾀ-ﾝ言語ﾓﾃﾞﾙでの組合せ

で評価を行い,認識性能の向上効呆が得られることも認識実験により評価されている.



氏名 賓虞貴敏

(論文審査結果の要旨)

現在用いられる音声認識技術は確率ﾓﾃﾞﾙに基づいており,音響ﾓﾃﾞﾙ,言語ﾓﾃﾞﾙとも,大

量な学習ﾃﾞ-ﾀﾍﾞ-ｽから各ﾊﾟﾗﾒ-ﾀを推定している.このとき間題になるのが,学習ﾃﾞ-ﾀ

量とﾊﾟﾗﾒ-ﾀｻｲｽﾞの関係である.本論文では,学習ﾃﾞ-ﾀ量に合わせて,自動的に最適なﾊﾟ

ﾗﾒ-ﾀｻｲｽﾞを持つﾓﾃﾞﾙを構築するｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑを確立し,かつ大規模話し言菓音声認識に

おいて､ｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑの有効性を検証している.

音響ﾓﾃﾞﾙとして現在の主流技術である音素環境俵存型隠れﾏﾙｺﾌﾓﾃﾞﾙ(Hidden Markov

Model, HMM)に,情報量規準である最小記述長規準(Minimum Description Length, MDL)と,変分

ﾍﾞｲｽﾞ法を尤度最大化規準逐次状態分割法(Maximum Likelihood Successive State Splitting

algorithm, ML-SSS)に適用するｱﾙｺﾞﾘｽﾞﾑを新たに定式化して,実際に適切な状態共有構造

もつHMM音響ﾓﾃﾞﾙを成功裏に構築している.これにより,限られた音声ﾃﾞ-ﾀから適切な音響

ﾓﾃﾞﾙの構築がほぼ可能になった.この責献は,単に理論的側面だけでなく,実用的な価値も大

きく,高く評価される.

さらに,言語ﾓﾃﾞﾙの精度向上を目指して,構文木から単語ﾊﾟﾀ-ﾝを抽出して利用するﾓﾃﾞ

ﾙを提案している.単語N-gramﾓﾃﾞﾙが局所的な単語連鎖のみを考慮したものであるのに対し

て,構文解析そのものを言語ﾓﾃﾞﾙに用い,文全体の構造情報を利用するﾓﾃﾞﾙは比較的新しい

もので,大規模昔声認識実験で有効性を確かめたことは評価できる.これらの成呆を4本の学術

論文と7件の国際会議,さらに6件の特許として発表している.

最後に,賓虞貴敏君は,単に音声認識の分野の研究者としての能力の他に, ATR音声言語ｺﾐ

ｭﾆｹ-ｼｮﾝ研究所で,音声認識の中核研究員として多くの研究者を率いて,研究計画および

進捗のﾏﾈ-ｼﾞを立派に行っていることも評価される.

平成1 6年1 2月2 7日に開催した公聴会の結呆も参考にして､本博士論文の審査を行い､

本論文は､博士論文(工学)として十分な価値があるものと判断した｡


